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「剃 刀 の 刃」に 関 す る 覚 書

Ma㎎hamの 思想 を中心 に

脇 田 勇

序

1.「 剃 刀 の 刃 」 の テ ー マ

2.Maughamの 思 想 の遍 歴

序

作家Maughamに 哲学,思 想のみを求めることはあまり意味のあること

ではない し,事実思想の探究を試みても,平 明な表現や性格描写の巧みさに眩

惑 されて,ど こに彼の哲学があるかを抽出することは容易なことではない。

作中人物に語 らせている思想が,す なわち作家の思想であ るとい う断定は危

険でもあるし,も し断定を下すとしても,全 作品のパースペ クテ ィブの上に立

ってのみ可能であろ う。 この小論では,彼 の代表的長編OfHumanBondage

(1915.41才)と 幾多の長編,短 編,劇 作,エ セイを書き続け,そ の総括 と

して書いたと 言ってもよいTheRagor'sEdge(1944・70才)と の間の脈絡

を辿ることで,彼 の思想,換 言すれば世界観,人 生観をさ ぐってみることが

目的である。Maughamが 読書を楽 しませることを創作の目的と したことは

事実である。 しか し読者が非常に個性的な登場人物 とス トーリーの興味ある

転開の追求に終っていた とすれば,こ れだけ世界中に層の厚い読者を持つ こ

とはできなかったであろうし,ま た文壇に確固たる地位を保っことも不可能

であったであろ う。必ず しも読者を思索の世界へ導入す る作家ではないが,

その魅惑の筆致の中に,人 間として共感をおぼえさせ る哲学,思 想が,き わ

めて巧妙に内蔵されているものと認めざるを得ない。
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OfHumanBonaageで は主 人 公PhilipCareyの 青春 彷 復 を通 して,自

伝 的 に作 者 の過 去 を 跡 づ け て い ると言 えるが,芸 術,殊 に生 活 に,よ り完 全 な

人生 模 様 を創 造 す る こ と,TheSummingUPの15章 で 言 っ て い る 「書 くこ

と も本 質 的 な要素で あるが,人 間本 来 の あ らゆ る他 の活 動 もふ くみ,最 後 に

は,完 全 な終 りと して,死 が仕 上 げ す る よ うな模 様 … …」 を織 り上げ て行 く

ことである と結論 したか った のであ る。友 人Cronshawか ら贈 られ た ペ ル シ

ヤ絨 鍛 の謎 が 大 英博物館 の中で,忽 然 と して氷解 す る くだ りは,こ の 作 品 の

ハ イ ライ トとな って い るが,一 つ の美 的 完 成 を め ざす 探 究 の記録であ ると言

うことがで きる。 両親 の死後,牧 師 の叔 父 夫 妻 の保護 を うけ つ つ も,Philip

は神 の存 在 を 信 ず る こ とが で きず,神 の否 定 の結 果,人 生 の光 明を見 出 し,

それ に代 る人 生 の 原 動 力 と して,無 目的 な 物理 的法 則,機 械 的 決 定 論 を 考 え

る よ うに な る。

TheMoonandSimpence(1919.45才)で は,画 家 コs一ギ ャンを モ デル に

したStricklandが,こ の世 的 なあ らゆ る裡 桔 をか な ぐ り捨てて,タ ヒチ島 に

渡 り,死 に 至 る まで,芸 術 三 昧 に ふ け る執 念 の姿 を描 いてい る。そ こでは美

の不可思議,美 の恐 怖,美 の崇 拝 が説 か れ て い る。St「icklandの 友Stroeve

が,自 分 の 妻 の 裸 体 を画 いた 憤 怒 と嫉妬 の相手St「icklandに 「僕 た ち二 人

は共 に ブ ラン シ ュ(Stroeveの 妻)を 愛 した のだ。 オ ラ ンダ の私 の 母の家 に

は,君 を置 く ぐらい の 余 裕 が あ るか ら,一 ・緒 に来 な いか 。」 と生 活 に 困窮 し

ているStricklandに 話 しか け る姿 の中 に,美 の崇 拝 と人 間 性 の 不 可 解 さ と

が 見 うけ られ る。Maughamが 芸 術 を愛 好 した こ とは,1962年 に 自分 の所 蔵

す る絵 画 の 中 か らも っとも 気にい りの 作品を 選びP彿 γ吻 ノ「OPtMyPleasure

とい う画 帖 を 解説 づ きで 出 してい ることか らも うかがえ るが,彼 の芸 術 観 が

端 的 に 吐露 され てい る作品 と して,ス ペ イ ン旅 行 記 の 形 に な って い るDon

(1)

Femando(1935)を あ げ る こ とが で き る。

PaintedVeil(1925.51才)で はMaughamの 代 弁 者Waddingtonに

(1)拙 稿 「ドン ・フ ェル ナ ン ドの教 え る もの」(人 文 研 究 第29輯1965.1.)参 照 。
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よる美 的生活 の礼讃 があ る。 人はegoに 執 着 す る限 り地 獄 に 通 じ,egoを

捨 て 神 と人 に 奉 仕す る こ とで 救 われ,そ こに美 が あ る とい う思想 で あ る。反

面egoを 何 らか の 意味 で 捨 て きれ な い人 間一一一一〇fHumanBonaageの 女 画

学 生,TheMoonanaSimpenceのStroeve夫 人,UpαttheV=i〃 α の ヴア イ

オ リン弾 き,"AlienCorn"の フ レデ ィー 等 を み る と,そ こに共 通 す る も

の を認 め ざ るを 得ない。我執 のおか しさ,愚 か しさ,悲 しさで あ る。

The・Ragor'sEageの 主 人 公Larryの 求 め る もの は,無 為 の 法 悦境 で も

な い し,美 の 陶 酔 境 で もな い。 善 行 に つ なが る一種 の神であ る。

"TheJudgementSeat"(CosmoPolitansの 中 の一 編)で 哲 学 者 に提 出

され て い る疑 間,神 はAII-PowerとAU-Goodnessを いか に 調和 させ るか の

問 題 に 対 す る一 つの解答 とも言え る。

Maughamの 思 想 を要約 す る こ とは至 難 で あ る。 青年時代か ら,万 巻 の

書 を読 む こ とに よって得 られた教養 と知性 が混沌 た る姿で共存 し,こ れ が 後

の思想の到達点であると指向す るにはあまりにも多岐にわたっている。ある

時 は真実であ り,美 であ り,あ る時は霊魂であ り神である。科学者(医 者)

の修業を通 して得 られた唯物的思想,人 間は物理的法則の所産であ り,一 定

の 目的をもって生れたものでない とする考え方,人 間性の矛看を認めなが ら

も虚無的にな らず,む しろその矛看性の故に人間探究に神秘 さを感 じ興味を

示す彼の人生観は,多 くの作品か ら帰納されるものと言って過言ではない。

1.「 剃 刀 の 刃 」 の テ ー マ

TheRago〆sEdgeは1944年,Maughamが70才 に達 した 時 発表 され た

小 説 で,20編 の 長編 の最 後 か ら三番 目の作 品 で,こ のあ と二 つ の長 編Then

andNoω(1946),Catαlina(1948)を 書 い て創 作 の筆 を絶 っ と宣 言 した。作

者 自身 も認 めてい るごとく,他 の作 品 と比 較 して,構 成 の点 で ま と ま りが悪

く,主 人公Larryが 自分 の修 業 の あ とを語 る 第6章 の よ うに,思 想 が生 の

ま まで長 々 と露 出 して い る所 な どもあ り,OfHumanBondage,TheMoon

andSixPenceな ど と 対 照 す る と,評 判 の作 に も か か わ らず,欠 点 を認 め ざ
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るを得 ない。 しか しこの 作家 の到達 した 人生 観を うかがい 知 るためには,

Maughamの 人生 遍 歴 の 総 決 算 とも 言 うべ きTheSummingUP(1937.64

才)と ともに,貴 重 な 資 料 を呈 供 してい る。

1919年 極 東 へ の旅 の途 中 シ カ ゴに 数 週 間滞在 したMaughamは,旧 知

のElliottTempletonと い う米 国人 に 会 う。 彼 はパ リー・に居住 して,絵 画 の

ブ ロ ー カーの よ うな仕 事 を してい る。彼 は貴族社 会に出入 し,上 流 階 級 の 人

間 との交 渉 に 最大 の生 甲斐を感 じてい る人間であ る。 シカゴに は彼 の妹で,

も と 外 交 官 夫 人 で あ ったMrs.Bradleyと そ の 娘Isabe1が 住 ん で い る。

MaughamはBradley家 に招 待 され,19才 の 美 わ しきIsabelと そ の愛 人

Larry(LaurenceDarrell)を 知 る。 一 方Isabelを 愛 して い る証券 会社 の息

子GrayMaturinが い て,も しIsabelが 結婚 を 承諾 す れ ば,こ の世 的 な幸

福 は保 証 され て い る。Larryは 第 一 次大 戦 に航 空隊 を志 願 して,帰 還 した も

の の,定 職 につ く意 欲 を 失 っ て しま ってい る。Templetonの 招待 の デ ィナ

ーの席 で ,Maughalnの 隣 席 のSophieと い う少女 か ら,LarryとGrayは

親 友 で あ り,そ の こ とのた めに 結 婚 の問題 が複雑化 していることを知 らされ

る。

Temple七 〇nも 自分 の姪 の 結 婚 相 手 と して,Larryに は 賛 成 しか ね て い

る。 この 商 人 は米国か らパ リーに渡 り,上 流社 会 の 人間 相 手 に 美術 品 の 仲買

いをや り,経 済 的 に確 固 た る地 位 を きず きあげた男で,彼 に は社 交 界 の な い

世 界 な ど考 え られない。 この ようなTempletonか ら見 る と,図 書 館 に 入 り

び た り,精 神 的 な世 界 の 探 索 に 没 入 して い るLarryは 人生 の落 伍 者 と して

しか うつ らない。

Larryは パ リーに 行 けば 何 か 自分 の求 め るものがあ るか も知れ ないとい

う気 持で,遍 歴 の旅 に 出発す る。

この あ た りまで作者は二つの世 界を描 きわけてい る。一つ は精神的な問

題に没頭す る主人公Larryの 世 界 で あ り,も う一 つ はIsabelとTempleton

に 代 表 され る この世 的 な常 識 の世 界である。Isabe1は 恋 に 身 を こがす,や さ

しい娘 心 の持 主 で は あ るが,同 時 に 大地 に足 を つけ た生 活 を 人生 の第一一義 と
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考 え るアメ リカ人であ る。Templetonに と って は 社 会 的地 位 が 人生 の全 て

といえ る。 この両極端の 世 界 の橋 渡 しを つ とめ るのが,作 中 登場 す る作 家

Maugha㎡ で,こ の場 合 もス トー リー転 開 の舞 台廻 しの役割を演 じてい る。

Larryは パ リーの安 ア パ ー トに 落 着 い て 精神的放浪の 日々を送 ってい

る。彼 に とって,シ カ ゴが,物 質 的成 功 を 人 間評 価 の尺度 とす る卑俗な町 と

す るな ら,パ リーは気 ま まな魂 の遊 泳 を許 す心 の故郷 であった。Templeton

は妹 のMrs・Bradleyを 社 交 界 に接 触 させ るた め と,姪 のIsabelを プ ア ッ

シ ョソ の本場 で磨 き上 げ よ うと考 えて,二 人 を パ リーに よび よせ る。Larry

に再 会 したIsabelは,説 得 に努 力 す る。 彼女 に とって は年3000ド ル の亡 父

の遺 産 で 定職 もな く暮 してい る人間 よ りは,仕 事 に生 命 をか け る頼 も しい 男

性 を求 めたのであ る。Larryに う しろ髪 を ひ かれ つつ も,つ い に結 婚 を断 念

し,彼 の アパ ー トで 婚 約 指輪 を返 す のであ る。

Isabelと 別 れ たLarryは,フ ラ ンス北 部 の鉱 山で炭 坑 夫 に な った り,

ドイ ツの農 家 に住 込 ん で,未 亡 人 の夫 人 と奇 妙 な関 係 に お ちた りす る。 ボン

で知 り合った神父 の紹介で,修 道 院 の客 とな るが,こ こに おい て も至 善 に し

て 万 能 な る神が何故悪を創造 したかについては,満 足 の ゆ く解 答 を与 え て く

れ な い。 やが て修道 院を出て パ リーに戻 ったLarryは,病 苦 に悩 む モ デル

女 ス ザ ン ヌ ・ル ー ヴ ィエ母子を静かな町に保養 させ る。 スザ ン ヌとの同棲生

活 を送 った りす るが,健 康 の 回復 とと もに,静 か に別 れ を 告 げ,再 び旅 に 出

る。 スペ イ ン旅 行 な どをす るが,彼 の求 め る もの はつ い に 得 られず,印 度 へ

渡 る。 い くつ か の 驚 くべ き光景に接 し,印 度 哲 学に 興 味 を ひ かれ たLarry

は喩 迦(Yogi)の 行 者 を 師 と して庵 堂 に こ も る。 二年間 の修業生活 を送 った

ある 日,山 に 登 った 彼 は,壮 大 な 日の 出の光 景 の 中に一 つ の悟 りを開き,新

しい生 活 へ の意 欲 に躍 動 しつ つ下 山の決意 をす る。そ して久 しぶ りにパ リー

に戻 って くる。

一方帰国 したIsabelは ,か ね て求 愛 を うけ て いたGrayMatu「inと 結

婚 す る。Grayは25才 の若 さで 年5万 ドル をか せ ぐ 青年 実 業 家 に な ってい

る。 所 が1929年 の大恐 慌 は一 朝 に してGray一 家 を無 一 文 に して しま う。
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Templetonは 事 態 を 予 測 して,財 産 の保 全 を 図 ってい た た め,パ ニ ックの

波 に呑 まれ る ことな く,Gray夫 妻 は,彼 の援 助 に よ って パ リー の アパ ー ト

で不 自由ない生活を送 ってい る。

た また まパ リ・一・ilこ滞 在 してい たMaughamに,Larryは 出逢 い,Isabel

と も久 々の対 面 をす る。 あ る 日,Isabelの い たず らな好 奇 心 か ら,Maugham

が一 同 を 案 内 して,酒 場 に遊 び に行 った 時,『思 い が け な い ア メ リカ語 を耳 に

す る。 それ は今は娼婦 とな ってい るシカ ゴの娘Sophieで あ った 。Larryは

彼 女 と結婚 す る こ とで救 って や ろ うとす るが,Isabelの 嫉 妬 心 か ら出た 計 略

に か か り,Sophieは 長 い間 自制 して い た酒 を 口にす る。 もはやLarryの 妻

に な る資格 を失 った と 自責 の 念にか られ,行 方 を く らます 。Larryが 再 会 し

た の は,何 者 か に惨 殺 され 保 管 され て い る警察 の検屍所 においてであ った。

パ リー在住のGrayは,あ る発 作 に 苦 しんで い るが,Larryは イ ン ド

の 聖者 と 暮 して い る間 に 会 得 した 秘術 でなお して しま う。 神の全能 と罪 の

矛盾 を キ リス ト教 を通 して 解明で きなかった彼が,イ ン ドの ヒン ズ ー教 か

ら`絶 対 者 へ の 帰一'と い う教 え を学 び,`悟 り'を ひ らいた 経 緯 を,再 会 の

Maughamに 長 々 と語 るので あ る。

Gray夫 妻 がLarryと の 再会 を楽 しんで い る間 に も,Templetonは 地

中 海 沿岸 の別荘 で 老 衰 と戦 って いた。彼 は社交界の非情をのの しりなが ら,

寂 し く虚 飾 に い う ど られ た 人生 の幕を と じる。社 交界を一生 の住 み家 として

きた彼 は,天 国 で も上 流 社 会 に 入 い る こ とに少 しの疑 も持たない。死後 の装

いに は,元 気 で あれ ば,仮 装 舞 踏 会 に 着 て行 くはず の伯 爵の衣裳 をつ ける よ

うに遺言す る。

病 のいえたGray夫 妻 は 伯 父Templetonの 遺 産 を元 手 に,故 国 で再 出

発 の見通 しが立 つ 。Larryは,長 い遍 歴 の収 穫 と して,さ さや か な試 論 集 を

出版 した 後,久 しぶ りに 母 国 に 向け て 立つ 。Isabe1は,念 願 の財 産 と地 位

を,Larryは 心 の満 足 を得 て,物 語 は大 団 円を 迎 え るわけ で あ る。

Maughamは この物 語 を 次 の よ うな 言 葉 で 結 んでい る。 「…ひど く驚 い

た ことには,少 しもそ の つ も りは なか った の に,ち ょ うどぴ った り,成 功 物
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語を書いていた とい うこ とが,私 に わか りか け て来 た の だ。 とい うのは,私

に 関 りの あ った 人た ち はみ な,そ れ ぞれ 望 ん で いた ものを 手 に いれたか ら

だ。Templetonは 社 交 界 の名声 を,Isabelは 相 当 な 財産 を背 景に して,活

動 的 で,教 養 の あ る社 会 に しっか り した 地位を,Grayは 毎 目9時 か ら6時

まで通 う事 務所 を 持 って,堅 実 で,有 利 な 仕事 を,Suzanneは 生 活 の安 定

を,Sophieは 死 を,そ してLarryは 幸 福 を 。 た とえ どん な知 識 人 た ち

が,横 柄 に あ ら捜 しを しよ うと も,わ れ わ れ 大 衆 は,心 の 奥底 で はみ な,成

功 物 語 が好 きな の だ。 そ れ で,た ぶ ん私 の結 果 も,結 局 そ れ ほ ど不 満 足 な も

の で は あ るまい。」

この小説 は,Maughamが1938年 の イ ン ド訪 問 の時 の見 聞 を土 台 と し

てお り,作 者 の ヒ ン ズ ー教 へ の 関心 と 博 識ぶ りは,随 想 集PointsofVieoo

(1958)の"Thesaint"で も詳 述 さ れ て い る。 問 題 点 と して神秘 思想 に傾

倒 し,自 らYogiの 修 業 を実 践 す るLarryに 実 在 感 が 欠 け てい る こ とが指

摘 で き る。OfHumanBonaageのPhilipCareyの 場 合 は,少 年 時代 か ら身

体 的 な不 具 に 劣等 感 を感 じつつ 生長 し行 く過 程が,説 得力 を持 ち,外 界 と

の間 に さ さや か な 調 和 を見 出 し,心 の平 静 を 得 る まで の 血 の に じむ苦 闘に

リアルな 共感を 覚え させ るのは,作 品 と して 成 功 してい るか らで あろ う。

Stricklandの ハ イチ へ の脱 出 は,一 見 非 現実 的 で はあ るが,ハ イチ に お け る

狂 った よ うな芸 術 家 と しての生活の描写 には,読 者 を うませ な い魅 力 を持 っ

てい る。 これ らと対比す る場合Larryの 苦 悩 は,観 念 的 で あ り,戦 友 が 自

分 を救 うた め に 戦死 した ことに シ コ ックを感 じて、 世 俗的幸福 を 捨 てて求

道 の彷復に 入い る過 程には,作 品 と して の 説 得 力 が 欠 け てい ることが明白

で ある。 印度におけ るLarryの 体 験 を,自 分 自身 の 口か ら語 る形 式 で,か

な り詳 細 に 伝 え て い るが,ダ イ ア ロー グに 独 得 の巧 妙 な 面 白さを発揮す る

Maughamが,こ こで は,一 方 的 な説 明 の形 で 話が 進 行 し,む しろ冗 漫 のそ

し りを まぬ かれ な い。

Maughamら しい筆 の さえ を 感 じさせ る の は,世 俗 的 な 人間 の扱 い 方 に
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あ らわれてい る。 例 えば,麻 薬 中 毒 に堕 した か って の シ カ ゴの友Sophieと

結 婚 に よっ て救 お うとす るLarryの 問 に,Isabelが 入 りこんで,昔 の恋 人

へ の支 配 欲 か ら,つ い にSophieを 死 に 追 い や る場 面 とか,臨 終 の床 に あ っ

て も,知 人 の招 待状 の返 事 を 忘 れ て い た ことを気に して,Maughamに 代 筆

させ る場 面 「ElliottTempleton氏 は,神 との先 約 のた め,ノ ヴ ェマ リ

公 妃 の有 難 い御 招 待 に 応 じ難 きを 遺憾に存 じます。」 と記 させ る・ に な る

と,ま さに 彼 の独 壇場 の感 す らいだ かせ る。 この作 品が,多 くの読 者 を持 っ

て い るに もか か わ らず文学作品 としての価値 に欠け ることの主た る原因は,

Maughamは 小 説 家 で あ るが,思 想 家,哲 学 者 で は な い とい うことで は なか

ろ うか。Larryの 魂 の遍 歴 は,彼 の射 程 外 に あ った と言 わ ざ るを得ない。

TheRago〆sEageが,1944年 の 出 版 以 来,物 凄 い 評 価 を 得 た こ と に 関

しRichardA.Cordellは そ の 著SomersetMaugham-AWriterforAll

くの

Seasonsの 中で,次 の よ うな見 界 を 述 べ てい る。99%の ア メ リカ人 に と って

重 要 と思 わ れ るもの(物 質 的 栄達)に つ い て,Larryが 無 関 心 で あ る こ とが,

彼 らの好 奇 心 を そ そ ったた めで ある。それ は,彼 ら自身 が 考 え てい た価 値 全

体 に つ いて 疑問を持たせ,大 学 時代 の理 想 図,す なわ ち 実 業 の成 功,郊 外

の,も し くは 田園 の生 活 は 空虚 で興 味 のない ものではないだろ うか と,彼 ら

の気 持 を落着 か せ な か った 。 戦 争に よって生活 を転倒 させ られ て,彼 らが戻

りた い と憧 れ た り,そ れ と も,こ れ か ら成 しとげ た い と,憧 れ た り して い る

「立派 な生 活 」(goodlife)の 価 値 に つ いて,Larryに よっ て疑 問 を 持 た され

た 兵 隊 た ちか ら,作 者 は何 万 通 もの手 紙 を 受 け と った と報 ぜ られてい る。

これは,こ の作 品 が第 二 次 大 戦 の さな か に出版 された ことを考えてみ る

と,戦 争 体験 を 持 った兵 隊 も し くは,在 郷 の一 般 人 の間 に 既 存 の価値 に対す

る疑問が膨灘 と して起 っていた こ とは想像に難 くない。

Cordellは,こ の作 品 を傑 作 と評 して い る。 戦 争 と戦争 の間の西欧 を鋭

(2)RichardA.Cordell:SomersettTV(Tαugham(lndianaUniv.Press1969)

pp.155-157,
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ノ

く描写 し,ア メ リカ人 の 登 場 人 物 を 取 扱 うことにつ いて,作 家 は 控 え 目で

不 安 を 感 じて い な が らも 成功を お さめているこ と,Elliot七,Isabel,Gray・

Suzanne,Grayの 父,Mrs.Bradleyな どの鋭 い 描 写,ユ ーモ ア,明 瞭 な,

流麗 な,し か も成 熟 した 文 体 な どが あ げ られ る。 しか しこの小説 は真 の偉大

さに到達 していない。それ は主 と して,Maughamが,聖 らか なLarryを 実

在 の 人物 とい うよ りも一 つ の現象 とみな しているか らであ る。読者はLarry

の存 在 を,そ の作者 同様 信 じな い ので あ る。 この作品はCakesanaAleの よ

うに,ひ き しめ る こ とが で き るので あ る。 例 えば,Sophieの 不 潔 な物 語 は

省 い て差 支 え な い。 とい うのはLarryの 精 神 教 育 を 完成 す る役 目を果 すに

は,彼 女 の 冒険 と死 の狂 乱 は あ ま りに もはげ しく,お そ ら くは狂 気 じみ て い

るか らで ある。

Maugham贔 屓 のCordel1と して は,当 然 と も言 え る好 意 あ る評 言 で あ

るが,Sophieと の一 件 は プ ロ ッ トとは 直接 の 関係 は無 い と して も,Maugham

ら しさの あ らわ れ と 読 まれ るが,一 つ の 見 界 と して 記 述す るに と どめ る。

なお,彼 はMaughamの 三 つ の傑 作(OfHumanBonaage,TheMoonand

Simpence,CakesanaAle)と 同等 の真 価 を 持 てた らと 悔 まれ るとも付言 して

い る。

2.Maughamに おけ る思想 の遍 歴

人間の行為が はか り知れないもので あるとい うMaughamの 判断は,

すでに彼の少年時代に始まっていた。彼は性格の矛盾,人 間性の複雑さのた

めに,行 動の動機が,他 人か ら見た場合は勿論,そ の人間 自体にも曖昧にな

っていることに も気づいていた。親切で,お 互に深 く愛 し合っている息子と

父親が,商 売の取引 きにかけては不誠実の場合があるし,ま た寛容な人間が

とてつもな く自己中心的であ り得るし,極 端な憐欄の情 と残酷 さが,同 一人

間に存在することも知った。

彼 の宗教 的 な 見解 については,な ん らの神秘性 もない。OfHuman
ロ

BondageのPhilipCareyは 若 き 日のMaughamの 投 影 で あ る。 両 親 の 死
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後,牧 師の伯父に引取 られるが,牧 師夫妻のケチでグウタラで虚偽に満ちた

生活か ら,寄 宿学校に入るが,そ こでは肢の故に学友になぶ り物にされる。

信仰は山をも動かす とい うことを 聖書で読んで,自 分の肢の 治癒を神に祈

る。満願の朝,つ いに奇蹟は起 らなか ったことがわか り,最 初の疑問が生 じ

る。そ して宗教的信念をかな ぐり捨てるに至るのである。 「私は神を信 じて

いないことを 嬉 しく思っている。 世の中の不幸 と,そ の悲 しみを 見 るとき

に,神 を信 じるほど,恥 か しいことはないと思 う。」と語 っている。 人間の

行動の源泉には利己主義があると彼は考える。それは自己保存のための自然

な欲求であるが,利 己主義を悪とす ることによって,理 想主義は人間を偽善

者に して しまっている。苦 しみが人格を高め,力 強 くす るとい うロマンチ ソ

クな考えについては,苦 しみは人間を気むつか しくし,自 己憐欄的に し,不

愉快にす るとい う。

彼は理想主義を改撃する。Maughamは 悪 とい うものが全能,至 善の神

と調和す ることについての満足すべき解釈を見い出す ことができなかった。

しか しMaughamは,全 てのものを否定す るわけではない。 時によって人

が発揮す る精神の勇敢 さ,う ち破 ることのできない束縛に反抗 し得る人間の

能力を,彼 は讃美す る。また教養,教 育の恩恵を うけない,人 間の本能に根

ざす崇高さを信 じている。

さけ難いことを受けいれるだけの冷静さと,勇 気を与えて くれる哲学を

築き上げることは困難な道であった。子供の時,青 年の時,自 分の疑問に答

えることができないために悩んだ。22才 の時,人 生のあ らゆるものが,意

味がない し,苦 痛と労苦は無駄であるとい う結論に達 した。St・Thomas病

院の第4年 目においてさえも人生の意義は,目 的は,行 動の指針はと疑問を

くりかえ した。 しか し,そ の混沌の世界に光明が訪れる時が来た。Philipは

大英博物館で200年 もたった 墓石に腰かけて,人 生には 意義はな く,従 っ

て,そ れを見つけ ようと,む な しく努力する 必要はないのだ と歓喜する。

OfHumanBonaageの この感動的なくだ りは,実 際にはもっと 長い作者の

経験を圧縮 した形で表現 した ものであろう。 「Cronshawの ことを考えなが
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ら,Philipは,ふ と彼 が くれ た ペ ル シ ヤ絨椴 の こ とを思 い出 した。人生 の意

味 とは何 か,と きい たPhilipの 質 問 に 対 して,彼 は,こ れ が 答 え だ と言 っ

た 。Philipは,突 然,そ の解 答 に思 い 当 った 。 彼 は一 つ クス リと笑 った。わ

か ってみ ると,そ れ は,ま るで あ の謎 々遊 び の あ る もの に似 ていた。 さんざ

ん苦 しんだ掲句,さ て解 答 を教 え られ てみ る と,な ぜ これ しきの こ とが わ か

らな か ったのか,わ れ なが らわ か らな い。 ち ょ うどあれだ った。答はあ ま り

に も明白だ った。 人生 には 意味な どあ るものか ……」 とPhilipの 歓 喜 す る

姿 が述 べ られ,106章 を 「Philipは 幸 福 だ った 。」 と簡 潔 に 結 ん で い る。

彼 は 人生哲 学 をPlato,Spinoza,Schopenhauerそ の他,St・Thomas

病 院 時 代 の科 学 の研 究 のみ か ら形 成 したのではない。 人間 とその行動 をつぶ

さに研究 し,つ い に は必 然 論 や 宿 命 論 を深 く信ず る所か ら,形 成 し準 もので

あ る。

彼 が70才 に な って,過 去 をふ り返 って見 る時,肉 体 の種 々 の偶 然 さが,

人 間 の魂 を どの よ うに して形 成 で きるか を指摘 した。彼が ども りで なか った

ら,背 が数 イ ン チ高 か った と した ら,彼 の魂 は全 く違 った もの で あ っただ ろ

うと公言す る。子供 の時,歯 に対 して,適 当 な注 意 が 払 われ て い た ら,彼 の

顔 の形 は違 っ て い て,そ の結果,知 人 の反 応 も違 って い た で あ ろ う。従 って

人間 に対す る彼 の性 向,態 度 も違 って いた で あ ろ うと語 る。

Maughamの 倫 理 観 は,大 部 分,彼 の唯 物 的 人生 哲 学 か ら 出 て きて い

る。 日々の生活 の要求,必 要 が,正,不 正 に対 す るわれ われ の観 念 を 形成す

るのだ と信 じてい る。そ して,そ の観 念 は,こ れ らの要 求 次第 で 変 わ るの で

あ る。純粋 の愛他主義 とい うものは稀で ある。それは,人 間 の空 想 か ら生れ

た作 りご とで しかない。だか ら,そ れ を他 人 に 求 め る こ とは,賢 い ことで は

な い と信 じてい る。

彼の人生観,人 間 観 が 皮 肉 な もの で あ る と して共通 に彼に 向け られた非

難 を,彼 は 平然 と打 消 して い る。 自分 の持 って生れ た才能 は,非 凡 で は な い

が,そ れ を 補 う常 識 を持 っ てい る と告白す る。

彼が快楽主義者 であ るとい う非難に対 して,彼 はそ の真 実 を 認 め,全 て
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の人間は,自 分 の 楽 しい ことを 好んで やるものだ,と 自己弁護をす る。

Maughamは ,快 楽主義者であると同時に現実主義者である。幸福 と同 じく

快楽も偶然のものであ り,そ れ 自体が 目的でないこと,ま た幸福は,ひ たす

ら快楽を求めることに集中 している陽気な人か らは逃げて行 くものであるこ

とを心得ている。彼のい う快楽は感覚の満足のみをさすのではな く,精 神の

快楽 も含んでいる。

TheSummingUPの63章 か ら77章 に至 る間 に お い て,彼 の哲 学 論 の 転

開 をみ る。 ドイ ツ遊学中,KunoFischerの 講 義 に 出席 してSchopenhauer

を読 み は じめ て以 来,哲 学 に並 々な らぬ 興 味 を 持 ち,お び ただ しい 哲 学 書 を

読 み あ さ る。Hegelに は 一 貫 して 退 屈 した と記 して あ る。Spinozaを 読 ん

だ こ とは一 生 の うち で 際 立 った経験 の一つで,大 山脈 を見 た 時 の よ うな,壮

麗 な,勝 誇 った よ うな感 じで 自分 を満 した と言 う。彼 の哲学探究は,古 典 哲

学者 か ら,近 代 哲 学者 へ と移 って行 った 。 そ して プラグマテ ィズムに一時心

をひかれ る。Bergsonは 読 んで 面 白い が,納 得 で きぬ所 が あ り,Croceに

も,自 分 の 目的 に そ うものは 発見 し得 なか った。BertrandRussellは 理 解

し易 く,そ の英 語 のす ば ら しさに讃 嘆 の眼をかがやか している。 しか し彼の

求めていた ものは,首 尾 一 貫 した 哲 学 体系 で あ った がために,Russellも ま

た 彼 に満 足 を 与 え る こ とが で きなか った。その結論 と して,自 分 の求 め る も

のは 自己 自身 の表 現に外 な らないか ら,自 分 で 書 くよ り方 法 が な い と決 心す

る。 しか しその夢 は 実現 され ることな く終 る。 しか し,67章 以下 の所 で,

彼 の言 葉 を 用 い て,悪 の問 題,そ れ に 大 い に 関 わ りを持 つ 神 の存在 の問題 を

考 え,宇 宙 の広 大 さに畏 怖 し,哲 学者 た ち や聖 者 た ち の語 る と ころに満足 で

きず,モ ハ メ ソ ド,キ リス ト,仏 陀 を超 え,ギ リシ ヤ の神 々,エ ホバ,バ ー

ル 神 を超 え,遠 く ウパ ニシ ャ ッ ドの ブ ラーマ まで さか のぼ って行 く。 しか し

結局 は,神 秘 の奥 を きわ め る こ とが で きず,不 可 知 論者 に と ど ま るので あ

る。 人生 の価値 と して,真 善 美 を設 定す る。 真 につ い て は,人 間 は つね に,

自己 の虚 栄,悦 楽,利 益 の た めに 真 理 を犠 牲 に して いて,真 実 に よ って生 き
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ているのでな く,仮 託によって生きているのであって,そ の理想主義は,自

惚を満足 させ るためにつ くり出 した架空物語に真実の極印をおすための努力

にすぎないと考える。次に美に関 しては,例 えばある彫像が古代ギ リシヤ人

に よって彫 られてい ようと,現 代 フランス人に彫 られていようと,そ れは問

題でない。それが今現に,美 的感動を与え,こ の美的感動が刺戟 となって,

われわれを仕事へ と駆 りたてることだけが重要である。そ して芸術家は結果

を企図 しない時にのみ,人 を動かす結果 となるとい うような,彼 得意 の逆説

を述べている。最後に,善 はこの現象世界では,そ れ 自身 目的であることを

要求す る唯一の価値であって,徳 行がその報酬であるとし,こ のような平凡

な結論に到達 したことを恥 しいと思 うと結んでいる。

(46.7.30)




